











としてはBaumeister and Kellas （1968）の反応時間に関するレ
ビューがある。一般に反応時間の分布は，正規分布の右の裾野
を正方向に長く尾を引く歪んだ形となる。この長い反応時間の

















つかみられ（Tomporowski, and Hager, 1992），また知的障害
児・者を対象とする注意トレーニングにおいて，持続的注意を
含め多くの点で成果を得ることが難しいことを指摘する研究





制効果（social facilitation and impairment effect） （Belletier, 
































正反応 1 2 2
誤反応 1 1 1
他者存在
正反応 2 2 4
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心拍数が上昇する（Blascovich, Mendes, Hunter, and Salomon, 
1999）ことを通して確認されている。またこの他者存在の効果
は，心理学的には注意プロセスの活性化をもたらす（Belletier, 
Normand, and Huguet, 2019）ものと解釈されている。
　知的障害者を対象とした社会的促進の研究はこれまでにほと


































































































































































作業時間平均 5.15±1.80 4.49±1.51 0.88±0.14
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